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新年のごあいさつ

明けましておめでとうございます。

昭和59年の新春を迎え謹しんで新年のご挨拶を

申し上げます。会員の皆様には益々お元気でご活

躍の事とお慶び申し上げます。

日頃は会員諸兄、税務署長を始め各担当官の方

々並びに税理士会諸先生のご指導とご協力を賜り

心より厚くお礼申し上げます。

さで当法人会の咋年を振り返りますと 、一昨年

に引続いて行われた会員増強運動では、総ての役

員さんのご努力により、その加入率は80%を超え

東法連46会中上位にランクされる好成績を達成す

ることができました。

又初級、中級、実務簿記講座を開講し、税理士

会のご指導を項き大きな成果をあげる事も出来ま

した。更には会員企業の安定、保障を兼ね経営者

(社)町田法人会

会長三橋忠正

大型保障制度を柱に法人会共済制度連絡協議会を

創設するなど、各般にわた って事業活動を活発に

運営する事が出来ました。これも偏に税務署を始

め、関係各位の並々ならぬご協力のお蔭と重ねて

お礼を申し上げます。

本年はより 一層の努力を傾注し、各地区会、各

支部、班組織等をより充実し会員増強を更に積極

推進すると共に、各種委員会の機能の強化を図っ

て会運営の基盤を確立したいと念願致しておりま

す。伺卒会員各位のご協力は無論のこと、町田税

務署を始めとし、税理士会の諸先生方にも 旧に倍

するご指導ご支援を心よりお願い申し上げますと

共に会員各位のご健康とご事業の発展をご祈念申

し上げ年頭のご挨拶と致します。

あけましてお目出とうございます
顧 問 (荷青 山 商 庖 青山 孝之 相談役 側目 野 屋 友野尊司

ク 刷工 ピ ス ヤ 前田敏一 イシ モリマチスポ ーツ刷 森町三之助

ク (郁井 上 商 庖 井上茂留 。 掛 さ い か 屋 町 田 庖 野口 庸

相 談役 東京税理士会町田支部 安部泰弘 。 制大丸町 田 庖 伊藤行純

イシ 制高 尾 建 3支 高尾昭二 ク (同芝田風呂 庖 芝田兼光

。 (布寿 司 久 鳥海旧三 。 (初志 満 屋 大塚 光

ク 側五十子商庖 五十子賢治 イシ 町 田 セ ブ ン ピ ル 附 渡辺 貢

4シ 側音川百貨庖 告川己代ー イン 田 中 工 業側 田中耕作

(社)町田法人会副 会 長 側 マ サ ダ ヤ 石 井 儀ー キE織委員長 附マルカワ 小川 量司

。 附鈴 加鈴木英正 税制委員長 なかじま商事側 中島貞雄

町 田南地区会長備)丸孝家具庖八木下正男 研修委員長 (荷鈴木タンス庖 鈴木酉市

町田中央地区会長 (布久 美 堂井之上哲夫 厚生委員長 側町田小田急、 諸橋良吉

町 田北地区会長( 有 ) 古 関 商 庖 古 関 隆 幸 広報委員長 耐久 美 堂 井之上哲夫

南地区会長ケーユ ー 商 事 側 井 上 恵 博 会員増強

鶴 川 地区会長萩生田産業側萩生田博 特別委員長 ケーユー商事側 井上恵博

忠 生地区会長 町 田ガス側矢巻勤二 源泉部会長 芙蓉会芙蓉病院 四ヶ所守

堺地区会長 (有いッピーストアー 木下公福 青年部会長 (槻電 工ち 4Eコb 尾辻 1半
総務委員長 (有)さいとう 斉藤 繁 婦人部会長 (捕堤 ビ Jレ 堤 敏子
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新年のごあいさつ

夫

といたしましでは調査、指導、 相談及び広報を通

じて、納税の意義を|正 しく 理解していただき申告

納税制度の維持、適正公平な課税の租税収入の確

保に向けて、より一層の努力を傾注する覚倍を新

らたにしているところです。 何卒、他)町田法人会

の皆様方におかれましでも倍旧のご理解、ご協力

のほどをお願い申し上げます。

批)町団法人会におかれま しでは、長年にわた っ

て会員増強運動や常に会員のレベルアップを目指

しての講習会等の会活動を続けら れ、いずれもす

ばらしい成果をあげておら れると ころですが本年

も引続き会活動の充実と 会員相Eの親陸、情報交

換等を図られ、これを皆様方の企業経営に反映さ

れるとともに法人の益々の発展 に尽力されるよう

御期待申し上げま す。

新しい年が、他)町団法人会に とりまして、より

一層の飛躍の年でありますよう、 また会員の皆様

方のご事業にとって幸多い年であ りま すよ う祈念

いたしまして新年のあいさつといた しま す。

啓西大町田税務署長

明け まして、おめでとうございます。

(社)町団法人会の皆様には希望に満ちた新春を迎

えら れた こととお慶び、申し上げます。

昨年中は三橋会長さんをはじめ役員の皆様 及

び会員の皆様には、署務運営につきまして深いご

理解とご協力 を賜わり 、厚く御礼申し上げます。

ご承知のように最近の我国の経済は、物価が安

定基調にあ ることから一応落ち着いた状態にあり

またVTRをはじめとする家電製品や自動車等の

輸出の続伸、或いは、設備投資分野での内需の持

ち直 し気運 などから景気は上向 き傾向にあると言

われているものの、その回復のテンポは依然とし

て低調なものとなっております。

そのため国の財政面においては行財政改革を推

進するため、公務員給料の抑制等歳出削減のため、

あらゆる努力が続けられているところであります。

このような状況下において、公平な税負担を求

める国民の税務行政に対する関心と期待は一段と

高まりをみせてお りますが、私共税務に携わる者
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新年のごあいさつ

新年あけましておめでとうございます。

町田法人会々員の皆様には、御元気で、新春をお迎

えのことと存じます。

景気の回復は遅れ、依然として企業環境はきび

しい低迷をつづけている新春でございます。

昨年10月29日にパスターミナルと駐車場、商業

棟を合わせたターミナルプラザが完成いたしまし

た。着工以来 5年近い歳月をかけた市街地再開発

事業のしめくくりといえるものであります。

新しく形づくられた駅周辺を中心に、変動いち

ぢるしい当市において、一定の会員加入率を維持

することは、極めて困難なことであろうかと思い

ます。

昭和58年度の会員増強運動において、すばらし

い成績をおさめて新しい年を迎えられましたこと

は、まことに喜ばしい限りでございます。これは

偏に日頃の会活動を通 じ、組織の力を着々と強化

して来られた成果がここに実ったものと思われま

す。

昨年の御会の活動に対し、私ども東京税理士会

町田支部におきましでは、積極的に御協力申し上

げて参りました。特に会員及び会員事業所の従業

員を対象として実施された実務簿記講習会は、初

級から中級へと回を重ねて 3回目が昨秋開講され

ました。当支部では講師を派遣するなど、御会の

御要請にこたえ事業に参加いたしました。

簿記講習会は、学習もむづかしく又極めて地味

な事業でありますが、受講者の手応えも充分あり

徐々に会員の皆様の中に診透して来たという感が

いたします。

東京税理士会町田支部長

飯田義忠

私ども税理士会では、税に関する専門家として

常に社会的公共的役割りを果たすための活動を行

なって参りましたが、現在業界をとり巻く環境は

決して平穏ではございません。目下法務省の法制

審議会商法部会において、我が国の会社の圧倒的

多数を占める中小会社の規制のあり方を検討する

ための審議が続けられております。

第一読会を昭和59年前半まで行ない、その後約

l年を費やして試案を作成し、昭和60年の通常国

会に上程する運びと見られております。

審議の重点は、会社を大小に区分し規制の分化

を図ることを基本的方向として、中小会社に対す

る規制のあり方、最低資本金制度の導入、中小会

社の監査と公示、公開等計算の明確化などにおか

れています。

改正の方向によると、小規模会社の活力と成長

が阻害されるおそれがないとも云えないと思われ

ます。中小会社に及ぼす影響が大であるとの認識

から、税理士会では今後の審議の動向を見守り、

慎重に対応して参るため検討をすすめて居るとこ

ろでございます。

法人会におかれましでは、議員の定数是正に対

する提言など、納税者として積極的な発言をされ

てい ることに対し、心から敬意を表するものでご

ざいます。今後共通する問題については、相たづ

さえて活動して参りたいと願うものであります。

年頭に当り、町団法人会の益々の御発展と、会

員の皆様のご繁栄、御健勝を祈念いたしま して新

年のごあいさ つといたします。
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所得税・贈与税の申告と

納税は 3月15日(木)まで

申告が必要な方

所得税

@ 事業・不動産・利子・配当・雑所得など

ある方

(1) 58年中の各種所得金額の合計額から基礎控

除、その他の所得控除を差し引き、その金額

を基にして算出した税額が配当控除額より多

い方。

(2) みなし法人課税を選択している方。

① 給与所得の方

一般に給与所得者は、年末調整により精算さ

れていますので、申告をする必要はありませ

んが、

(1) 給与の収入金額が 1，000万円を超える方。

(2) 給与を二ヶ所以上から受けている方。

(3) 1ヶ所から給与の支払いを受けている方で

給与所得以外の所得のある方などは申告が

必要です。

@ 譲渡所得がある方

ご自分の住まいを譲渡した場合、 3，000万円

の特別控除か、貿換えの特例が受けられます

が、いずれも申告が必要です。

@ 資産合算の適用を受ける方

生計を共にする一定の親族のうちに利子所得

や配当所得、不動産所得のある方で資産所得

について合算課税に該当する方は申告が必要

です。

@ 還付金の受取り方法

大銀行振 込 み を希望される方

振込み銀行等(銀行、信用金庫、農業協同

組合)の名称、預金の種類及び口座番号を

記載してください。 (振込み預金口座は、

申告書の住所、氏名と 同じ住所、名儀のも

のに限ります。)

会 郵便局からの受取りを希望 される方

ご希望の郵便局名を記載してくだ さい。

@ 上手な税金相談の受けかた

確定申告の時期には、税務署や、税務相談室

ヘ相談が集中します。特に 3月10日を過ぎま

すと、待ち時聞が長 くなります。

そこで、 上手な税金相談の受け方のヒ ント

を・........

(1)何よりもまず早めに

(2)事後の相談より事前に相談を

(3) 相談したい疑問点はメモして

(4) 事実関係は正しく、でき れば証拠書類を揃

えて

(5) 事実関係が単純な場合は電話で、複雑な事

案は面接で

① 所得税、市・都民税の出張申告相談と受付

町田税務署では、市役所と共同で下記の日程で

出張申告と受付を行います。

日 手量

dヱ〉ミ、 場 期 間 時 間

南 支 所
2月16日休)
-2月17日働

忠生市民センタ ー
2月21日伏)
-2月22日休)

鶴 川川支 所
2月29日制 午前9時30分
-3月2日幽

~午後4時

堺セ ン タ
2月お日(材

-2月24日幽

玉川学園文化センター 2月17日幽

南農協成瀬駅前支庖 2月29日(水)
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① 三税(所得税、事業税、市・都民税)の共同

説明会

三税の共同説明会を下表の日程で行います。

日 程

日 時 間 f，; 場 対象地区

2月8・日ω 午前9時30分
町田市役所 町田・忠生

~正午

午後 l時30分 二 階
南 ・鶴川-4時 特別会議室

2月10日⑥ 午後I時30分
小山センター 同罪-4時

@ 振替納税を、どうぞ

確定申告書の提出は、 3月10日過ぎに集中し

がちです。この時期、忘れ物、落とし物で多

いのが、印かんとサイフです。申告を終えて

ホッとするせいか定かではありませんが、気

をイ寸けていてもついなくしてしまうことが「あ

りますね。

そこで、提案。納税も、ガスや電気、水道

電話などの料金と 同じように、振替にしませ

んか? 納める期限を忘れて延滞税を払うこ

ともな し、お金を落す心配もなし、それに何

とい っても、納める手数が省けます。

手続きは簡単です。申告と 同様に、手続き

もお早めに、どうぞ。

町田法人会の皆さんヘ 変わりました/
町田税務署からのお知らせ

このたび町田税務署のオ ンライン化により下記の点が、従来と変わりましたので、 お忘れなく、お願

いします。

τ
》

X
M
人
格
m
bw
ι・
祉
鋼
等
じ
勺

て
E
-
L
s
f
e

法人税確定申告舎

別表 (一)一下部

シールをはる場合は、

黒ワク外へ

法人税確定申告書別表 (ー)

左下欄にはコンピューターにより、 アウ トプッ トされていますので、※法人会会員 ※のシールをはる

場合には、右側にはり図の黒ワ クにかからない よう、お願いします。

⑧ 納付書領収証書
I'II!眼健濁害番号

支 絶 額 税 額 昭利
税務 喧 ー:・:ーー・.・・.・ :・

~ 同 手・ 同

B. 務者 Iitt:l 
(電信】

昆語 ~ 

納付の目的 昭和o年c
不 定額

組過額 合 計額

(L] 

|納付書には祈正義的番号を、お忘れな く | 
源泉所得税の納付書の右上部に、徴収義務者番号の欄があります。コンピュータ ーによる納付管理上、

必要ですので徴収義務者番号をお忘れな く記載お願いします。

なお、徴収義務者番号は、法人の場合、法源番号と同じです。
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「一一短 信

側マツヤマ 松山 在九氏

〈表彰関係〉 (荷鈴木タンス庖鈴木茂次氏

(布丸孝家具庖八木下正男氏 (順不同)

優良申告法人として、小川量司氏表敬される

昭和58年11月24日(株)マルカワ、代表取締役 東京国税局長賞八木下正男氏受彰

小川量司氏が、大西町田税務署長より優良申告法 昭和58年度、納税表彰式典が去る昭和58年11月

人として表敬されました。 2日上野精養軒において挙行され、当会にては、

小川社長は今回の表敬について「法人としてこ 常任理事町田南地区会長岡丸孝家具庖代

のたびの表敬は身に余る栄誉です、今後は尚一層 表取締役 八木下正男氏が栄誉に浴され、矢津東

法人会活動にまた申告納税制度の普及に努め優良 京国税局長より名誉ある、局長賞の思典に輝きま

申告法人としての権威と尊厳を穣さぬよう努力す した。

るつもりでトす」と抱負を述べられておられました。 なお、八木下社長は「今回の受彰は過分の光栄

今後は申告納税制度の普及にまた法人会活動に献

身的な努力を傾注する覚'悟で、す」と語っておられ

ました。

昭和58年度 納税表彰式典挙行される

昭和58年11月15日、町田税務署管内各納税協力

団体に対する納税表彰式典が町田市民ホールにお

いて挙行されました。

位)町団法人会関係にては、次の各氏が、町田税

表敬を受ける小川社長 務署、大西署長より納税表彰の栄誉に浴されまし

なお優良申告法人として次の各氏が再表敬に浴 た。

されました。 食 表 彰 状 鮒 マ ル カ ワ 小川量司氏

側岩津 商会 岩津和義氏 交感謝状側総合図書藤田義徳氏.

ご利用下さい

昭和58年分相続税財産評価基準

路 線 価格

評価倍率表

以上、町田税務署関係が当会に東京国税局より 配布されておりますの

で ご利用される方は(社)町田法人会、事務局にお出で下さい。
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法人会人間ドックをご利用下さい

受診案内

- 指定病院

病院名 所在地 電話

1.町田胃腸病院町田市旭町ト17-21 26-6511 

2.成南 病 院 。南成瀬1-1-6 28-7811 

・ 受診資格

会員である法人の役員とその家族及び従業員

・ 費用

男 ・女とも、 30，000円 (婦人科の診療設備な

し)

・ 受診の申し込み

当法人会事務局までお願いいたします。その際

に受診証をお渡しいたします。

- 以上は全法連と契約をしている診療機関であ

って、これ以外に当会と直接人間ド ックの契約

をしている(医社)三友会あけぼの病院があり

ます。

(医社)三友会あけぼの病院

所在地町田市中町 1-11-11 電話側1111

・受診資格 会員である法人の役員とその家族及

び従業員とその家族

・受診の申し込み 直接あけぼの病院に行き町田

法人会会員である旨申し出て詳細指示をうける 0

・費用男 30，000円 女 32，000円

(婦人科の診療設備あり)

町田都税事務所建設実現の運び

かねてからその必要性が一般より強く要望され

ていたと町田都税事務所との新設については当会

はじめ各団体にて都税事務所誘致促進運動を推し

進めて参りましたが、このたびその請願がいれら

れ、昭和60年4月1日、事務所開設の運びになり

ました。

1.場所町田市中町 1丁目351番地

2.建物の構造等鉄筋コンク リート造り、陸屋根

地下一階、地上回階

総床面積約 2，400m'

3.着工予定昭和59年3月

4.竣工予定昭和60年2月

5.事務所開設予定 昭和60年4月 1日

青年部会第 2回ゴルフ教室

青年部会第 2回ゴルフ教室が去る10月26日(水)相

模湖カントリークラブに於て盛大に開催されま し

た。文字通り晴天の絶好のゴルフ日和に恵まれ、

親会より腕に自信の鈴木副会長が特別参加され部

会員31名が集い和気藷々のもとにもたれました。

スタート前加藤副部会長(担当幹事)の進行のも

と尾辻部会長の挨拶並びに鈴木副会長のお言葉を

いただいた後、直ちに副会長の始球により、 27ホ

ール・キャロウェイ方式による熱戦がくりひろげ

られました。日頃業務に追われ運動不足気味の面

々、真剣なプレーのなかでも珍プレー、ユーモラ

スな場面が続出極めて明るい雰囲気のなかで有意

相模湖c.c.にて開催

義な一日となりました。なお入賞者は下記の通り

であります。競技終了後クラブハウスに於て表彰

式及び懇親会を開催、特に鈴木副会長より新規会

員増強運動に対する協力方の要請がなされ、一同

努力を約しとどこおりなく全てのスケジュールが

f冬了いたしました。

言己

第一位 高尾 f申

第二位 小宮康彦

第三位 鈴木数理

BB賞 中里正
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婦人部会

東京ディズニーランドヘ研修見学会
婦人部会にては、昭和58年11月17日(木)東京ディ

ズニーランドへ研修見学会を催しました。町田税

務署からは法人部門百々第一統括官、法人会本部

よりは鈴木副会長、婦人部会員41名法人会事務局

から宮川事務局員参加、総勢44名にで同日午前 7

時30分大型パスにて出発、一路千葉県浦安市舞浜

の目的地に向かう、当日は秋晴れの快晴に恵まれ

快調にパスは目的地に向って走る車内にて、百々

統括官より、クイズ形式にで税務についての研修

が行われ片道 2時間余りのコースも遠さを感ビな

いほど熱心に一同耳を傾けておりました。

予定通り 9時30分過ぎに、目的地ディズニーラ

ンドに到着。一同、その名の如くと人々に幸福を

与える場所とおとなも子供も、ともに生命の驚異

や冒険を体験し、楽しい思い出をつくってもらえ

る場所、夢と魔法の王国……その規模と広大きに

先ずピックリ 。この雰囲気の中で午後4時まで、

一同子供に帰った気分になり、 三々五々自由行動、

極めて意義深い体験と智識を得て、午後4時ディ

ズニーランドに心を残しながら車中の人となり帰

途につく 。途中も比較的順調に午後6時若干過ぎ

て町田に到着、文字通り有意義な研修見学旅行を

過させていただきました。

婦人部会長堤敏子

全法連創立30周年記念.ゲ

「大型保障制度普及拡大運動」の展開

会員の皆様には、平素より会務運営に格別の御

尽力を賜わり、厚く御礼申しあげます。

さで、このたび全法連では、創立30周年記念事

業の一環として、 「経営者大型総合保障制度の全

国縦断キャンペーン」を実施致しております。す

なわち、全国の各法人会が一斉に推進活動を自主

積極的に実施して、全法連から付与された目標を

確実に達成するということで、す。

当会としても、この目標を達成し大型保障制度

の拡大を図りたいと存じますので、格別の御協力

を御願い致します。特に役員の皆様方には、従来

にもまして、この運動を機に、力強しミご支援をご

期待申しあげます。

大型保障制度キャンペーンについて、皆様にお

願いし、かつ御理解項くために、要点を説明申し

あげれば、次のとおりであります。

一、大型保障制度キャンペーンの趣旨

キャンペー ンは、次の 2点を目標として推進し

ます。

①会員企業経営安定化の促進

②法人会財政基盤を確立し、会員の皆様の為に

なる事業を拡大する。

二、キャンペーンの持別目標

当法人会としては、昭和58年度中に新規加入者

235名を確保する。

ここで、皆様のために、法人会の設定した大型

保障制度の参考となる事項を、もう一度御紹介し

て、認識を深めて項きたいと存 Uます。

一、法人会の保障制度に加入すると次のようなメ

リy トがあります。

①企業の信用維持

告鴻王営の安定性を高める

③経営者の生活保障

④弔慰金・死亡退職金の財源確保

二、法人会の保障制度の 6大特色

①重責にふさわしい最高 3億円の大型保障

②休業保障、通院保障、傷害保障などゆきとど

いた給付内容

③医療費の実費を補填

④最高 270日まで長期入院給付
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⑤ガン、高血圧、糖尿病など成人病による入院

は更に大Jきく保障

⑥保険料は、団体料率を適用し、全額損金算入

三、法人会の保障制度と他保障との比較

⑦加入年令75才自動更新により 85才迄継続可能

(支払例)

ケガで10日入院 100日通 脳内出血のため手術し
破片を自に入れ30日入院

70歳で10年の加入申込を
院(仕事を休んだ)した。 280日の入院をした。

したが視力が 0.6以下に
したい。

なった。

法人会保障制度 法人会保障制度 法人会保障制度 法人会保障措Ij度

230万円 630万円 590万円 5，000万円迄加入できます。

生 命保険 生 命 保 険 生命保険 生命保険

10万円 330万円 30万円 加入できません

支払例は、生命保険(死亡保険金 l億円、入院10，000円、傷害特約 100万円)と大型保障

1億円コースの場合。

会員会費のお支払いについて
皆様にお願い

法人会、会員会費のお支払いにつきま しでは、会員各位のご理解あるご協力によ って順調に処理されて

おりますが、後期分、8年10月-59年 3月とまでのお支払いの時期になりましたので、まだお振込みのな

い方は、ご都合もあることと存じますが、下記金融機関にお振込み項きますようお願い申しあげます。

記

会 費 振 込 先金融機関

取引先銀行名 預金種類 庖番号 口座番 号
横浜銀行町田支后 普通預金 931 013854 

富士銀行 。 。 266 5 3 9 960 

住友 銀行 。 。 252 9 6 7 1 9 

二 井銀行 。 イシ 178 4 1 9 293 0 

ニ 菱銀行 。 。 228 4 4 4 0 2 8 2 

安田信託銀行町田支底1 。 3 8 6 0 2 3 2 0 

八千代信用金庫町田支庖 。 1 0 o 1 640 1 1 

東尽都民銀行玉川学園支庖 。 o 6 0 0313328 

東 音[5 イ言 用 組合 。 o 5 49191 

一一~一一編集あとがき 一一~一一

会員の皆様、あけま しておめでとうございます。

皆様にはいよいよご健勝にて新春をお迎え のこ

ととお慶び申しあげます。

。昨年は諸般の事情により会報の発行が予定の回

数より少 くて申しわけありませんでしたが本年度

は可能な限り 4回発行を予定して居りますので、

編集についてのご要望、その他ございましたら法

人会事務局までご連絡下さい。なお掲載記事等あ

りましたら、ご寄稿下さるよう特にお願い致しま

す。 (広報委員会)
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